
９
月
１０
日
（
日
）
、
１２
日
（
火
）

に
第
２
回
ま
ち
づ
く
り
女
子
会

を
行
い
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
女

子
会
と
は
、
各
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
女
性
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
交
流
を
深

め
る
会
で
す
。 

両
日
を
合
わ
せ
、
約
２０
名
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。
女
子
会
で

は
、
各
地
区
の
取
り
組
み
や
今
後

や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
女
性
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
画
な
ど
に
対

し
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら

意
見
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
女
子
会
で
は
学
生

の
参
加
も
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に

若
い
世
代
を
取
り
込
む
た
め
の

意
見
が
多
く
挙
が
り
ま
し
た
。 

女
子
会
は
お
菓
子
や
お
茶
を

楽
し
み
な
が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
毎
回
テ
ー

マ
設
定
は
せ
ず
、
参
加
者
に
自
由

に
話
し
合
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

の
で
、
「
ま
ち
協
で
活
動
し
て
い

て
、
他
地
区
の
女
性
と
も
交
流
し

て
み
た
い
！
」
「
女
性
な
ら
で
は

の
意
見
を
共
有
し
た
い
！
」
と
い

う
よ
う
な
思
い
が
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ま
ち
づ
く
り
女
子
会
に
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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＜設立状況（2９.10.１） 全４１地区中＞ 

まちづくり協議会      23（25 地区） 

まちづくり協議会準備会  2（ 2 地区） 

Vol.15 

 ２０１７．１０ 

ち づ く ま り 女 子 会 

http://free-line-design.com/?p=529


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊台地区 オリジナルのぼり旗 
国体は今年で 72 回目の開催で、昭和 28 年に四国で共同開催して

以来、愛媛県では 64 年ぶり、初の単独開催です。 

さらに松山市では、史上最多の 32 競技 36 種目が開催されていま

す。 

そのため松山市では、行政だけではなく、地域住民の方と協働し

た取り組みを進め、松山市全体を盛り上げています。 

そこで、今回は、国体に向けた取り組みを行う地区を特集します。 

五明地区 オリジナルのぼり旗 

石井地区 歓迎花いっぱい運動 

生石地区 花のおもてなし事業 久谷地区 花いっぱい運動 

伊台地区まちづくり協議会 会長 白石 郁朗さん 

五明地区まちづくり協議会 会長 中野 泰さん 

 地区内に女子ゴルフの会場があるので、隣接している伊台と協

力し、国体で五明に訪れる多くの人のために、地区内を綺麗にし、

のぼり旗の設置と併せて、ガードレールの清掃や道案内の看板設

置も行いました。 

 この取り組みを行う際、地区内の企業にも参加協力を求めたの

ですが、皆さん快く引き受けてくださり、地区内の関係が強まり

ました。今回たくさんの住民、企業を巻き込んだ活動ができたの 

で、まちづくりにも生かしたいです。また、国 

体を身近に感じていただき、今後の行事にも前 

向きに参加してほしいです。 

 

新玉地区 クリーンアップ活動 

 松山に来られる方へのおもてなしの心を地域の方々

と共に育てようと、国体に向けた活動に取り組んでいま

す。写真にあるクリーンアップ活動以外にも、地区内で

行われる競技の日程を載せたポスターの作成をしまし

た。ポスターを新玉地区以外の多くの方にも見ていただ

くことで、国体を盛り上げています。 

 国体に向けた活動を行うことで、地域でのコミュニケ

ーションが生まれ、地域内の一体感がさらに強まりまし 

た。国体終了後も、この活動で生まれた強 

固な一体感を継続させたいです。 

 

新玉地区まちづくり協議会 会長 田村 昭久さん 

 伊台と隣接する五明で女子ゴルフが開催 

されるため、多くの国体関係者や来場者が 

伊台に足を運ぶと考え、国体に向けた地域 

活動を行うことにしました。 

横断幕やのぼり旗でのおもてなし以外にも、町内会や沿線の団

体、県、市等と連携して清掃活動に取り組みました。 

 のぼり旗を立てたことにより、伊台が他地区からも注目されて

いるようです。また、地区オリジナルキャラやロゴマークを作る

ことができ、作製過程を経て地区住民以外の方々との交流も生ま    

れました。今後も、きれいになった地区を維持

し続けながら、他地区との連携を強めていきた

いです。 

 

 地区が、国体会場へのアクセス道路に面しており、

各町内会が協力して行事を行うため、また、まち協

の活動を活性化させるため、この活動を始めました。 

 今回の取り組みでは、国道 33号をマリーゴールド

で飾り、国道以外にも沿道のコンビニや銀行等にご

協力いただき、プランターを設置しています。約

14,000 粒の種から育て、国道に地植えすることは大

変でしたが、各町が一体となり取り組むきっかけに

なりました。これにより熱が高まり、各町内会長の

意見交換がスムーズになり、自主防災活動活性化へ

の波及を期待しています。 

 

味酒地区 花いっぱい運動 

味酒地区まちづくり協議会 環境部長 羽倉 満さん 

 国体のメイン会場である愛媛県総合運動公園へ天 

皇陛下や選手団、競技関係者など多くの方々が来ら 

れるため、おもてなしをしようとのぼり旗の組立て 

作業や花いっぱい運動に取り組みました。 

 毎日の水やりなど大変なこともありましたが、ま 

ち協の各団体が参加し、汗を流しながら協力して活 

動することで、仲間意識と連帯感が芽生えました。 

 メンバー同士の醸成された連帯感を生かし、今後も 

「久谷は一つ」をスローガンにまちづくりを展開してい

きたいです。 

× 

 松山空港にやってくる方を花のおもてなしで歓迎

し、さらに、子ども達に国体の思い出を作ってもらう

ため、空港ビル前の緑地にサルビアのプランターを設

置しています。夏休み中に小中学生に育ててもらった

花も飾っています。その際、１００名近くの中学生が

清掃活動を行い、地区に元気を与えてくれました。 

 半世紀に１度のイベントなので、花植えに参加する

ことで子ども達に思い出ができたと思います。 

 今後も小中学生を巻き込んだ活動を続けていきたい

です。   

 地域の方から味酒でも国体に関わる事業をやろうと

提案があり、まち協の環境部で花いっぱい運動を考えて

いたので、地域全体で取り組むことにしました。 

 ５種類ものカラフルな花を地域全体で地植えし、連帯

感が強まるとともに、今までまち協の存在を知らなかっ

た人に活動を見てもらうことで、まち協に対して興味を

持ってもらうことができました。水やりでは、地区内の

企業にも協力していただけることになりました。 

 国体終了後も、カラフルな花を楽しみながら地区の緑

地化を進めていきたいです。 

まちづくり協議会 

石井地区まちづくり協議会 会計 有光 逸武さん 

 

生石地区まちづくり協議会 教育文化部長 替地 和人さん 

 

久谷地区まちづくり協議会 会長 相原 忠さん 

 



 

   まち協サポート隊  

 

 

 

  

 

 

 

                                                       

ま つ や ま Ｎ Ｐ Ｏ サ ポ ー ト セ ン タ ー ま ち づ く り 担 い 手 講 座  

Ｆａｃｅｂｏｏｋ講 座  

 

 

人口  1,085 人 

世帯数 556 世帯 

※Ｈ29.9.1 現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
１３
回
の
ま
ち
づ
く
り
で
輝
く
人
で

は
、
今
回
の
ま
ち
づ
く
り
女
子
会
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
桑
原
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会 

事
務
局
長
補
佐 

河
邉

ゆ
う
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

【桑
原
地
区
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
？
】 

 

「
淡
路
が
と
う
に
朝
日
映
え
石
手
の
川
に
夕
日
浮
く
～
」

と
始
ま
る
桑
原
小
学
校
の
校
歌
。
松
山
平
野
を
一
望
で
き
る

地
区
の
シ
ン
ボ
ル
「
淡
路
ヶ
峠
」
に
抱
か
れ
る
よ
う
に
位
置

し
な
が
ら
、
市
街
地
に
も
近
く
、
様
々
な
教
育
施
設
や
、
社

寺
・
史
跡
も
存
在
す
る
、
文
教
の
薫
り
高
い
住
宅
地
で
す
。 

 

【ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
？
】 

 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
明
る
く
楽
し
い
ま
ち
、
生
き

が
い
の
あ
る
ま
ち
を
理
念
に
魅
力
あ
る
地
区
に
す
る
た
め
、

各
種
行
事
を
通
じ
た
人
的
交
流
、
地
域
の
安
心
安
全
、
住
民

の
保
健
福
祉
の
増
進
な
ど
に
関
わ
る
活
動
を
各
部
が
中
心

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
最
近
で
は
若
い
世
代
の
活
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
そ
う
と
、
地
区
内
に
あ
る
愛
媛
大
学
農
学
部
の
学
生
が
参

加
す
る
学
生
部
や
青
壮
年
有
志
の
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

 

【ま
ち
協
で
活
動
し
て
良
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
下
さ
い
。
】 

 

ま
ち
協
設
立
か
ら
１０
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
方

に
ま
ち
協
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
事
業
に
積

極
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
、
情
報
の
周
知
徹
底
に
難
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
活
動
を
通
じ
て
仲
が
深
ま
り
、
各
団

体
の
連
携
が
と
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。 

 

【今
後
の
目
標
や
抱
負
を
教
え
て
下
さ
い
。
】 

 

松
山
市
で
は
各
地
区
で
活
動
さ
れ
て
い
る
女
性
の
交
流

「
ま
ち
づ
く
り
女
子
会
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
桑
原
地

区
で
も
女
性
の
視
点
で
の
ま
ち
づ
く
り
や
若
い
女
性
が
参

加
で
き
る
ス
タ
イ
ル
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

      

桑
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

事
務
局
長
補
佐 

 

河
邉 

ゆ
う
子
さ
ん 

 

🎶経歴・趣味🎻 

桑原在住２０年。ＰＴＡ活動後

にお声がけをいただきました。 

クラリネット演奏が趣味です。 

興居島地区まちづくり協議会が設立されました！！ 

そ
の
あ
と
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
機
能
で
あ
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
あ
っ
た

り
、
各
自
で
撮
っ
た
写
真

を
実
際
に
投
稿
し
た
り
し

ま
し
た
。 

初
め
は
み
な
さ
ん
操
作

に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た

が
、
熱
心
に
受
講
さ
れ
、

少
し
操
作
に
慣
れ
る
と
楽

し
そ
う
に
記
事
を
投
稿
し

て
い
ま
し
た
。 

 

８
月
２６
日
（
土
）
興
居
島
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
松

山
市
で
は
２３
番
目
（
２５
地
区
目
）
の
協
議
会
設

立
に
な
り
ま
す
。 

 

興
居
島
地
区
は
、
き
れ
い
な
海
に
囲
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
島
で
、
船
踊
り
や
島
四
国
八
十
八

ケ
所
な
ど
の
伝
統
文
化
が
息
づ
く
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
区
で
す
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
豊
富
な
魅
力
を
活
か

し
、
地
域
の
課
題
解
決
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
ま
す
。 

教育や福祉、鳥獣被害対策、

伝統文化の保存など、地域

が一丸となって取り組んで

いきます。 

８
月
２３
日
に
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
広
報
活
動
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
、
広

報
担
当
者
を
対
象
と
し
た
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
講
座
を
実
施

し
ま
し
た
。 

講
師
に
は
特
定
非
営
利
活

動
法
人 

ぶ
う
し
す
て
む
の
兼

久
信
次
郎
氏
を
お
招
き
し
、
情

報
の
公
開
設
定
な
ど
基
本
的

な
操
作
方
法
を
学
習
し
ま
し

た
。 

 

 

ま
ち
協
サ
ポ
ー
ト
隊
と
は
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る

市
職
員
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

で
す
。 

 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
の
要
請

に
応
じ
て
、
会
議
の
出
席
や
イ
ベ
ン

ト
の
手
伝
い
、
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の

作
成
管
理
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。 

 

ま
ち
協
サ
ポ
ー
ト
隊
の
メ
ン
バ
ー

に
な
り
た
い
職
員
や
サ
ポ
ー
ト
を
必

要
と
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
協
サ
ポ
ー

ト
隊
の
ご
要
望
・
ご
質
問
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り

課
（
☎
０
８
９
‐
９
４
８
‐
６
９
６

３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

興居島地区まちづくり協議会 

会長 中川 保さん 

 


